
 
 
 

 
 

平成１８年７月２０日 
<報道資料> 

平成１９年春開業予定のＴＸ『流山おおたかの森Ｓ・Ｃ（仮称）』 

核店舗の業態と出店企業が決定  
 

東神開発株式会社  

 
髙島屋の子会社で商業ディベロッパーの東神開発株式会社（本社：東京都世田谷区 ／  

代表取締役社長：國原浩）におきまして、平成１９年春に開業予定のつくばエクスプレス（以下、

ＴＸ）｢流山おおたかの森｣駅前商業施設 『流山おおたかの森Ｓ・Ｃ（仮称）』の核店舗が決

定いたしましたので、ご案内申し上げます。 

ＴＸ｢流山おおたかの森Ｓ・Ｃ（仮称）｣は、敷地面積約４０,５７０㎡、延床面積約１０６,

３５０㎡、店舗面積４１，２２０㎡の大型Ｓ･Ｃで、総投資額約１００億円、既に平成１８年

２月に着工しております。商圏人口は流山市・柏市を中心とした約４０万人規模で、地上３

階建て (駐車場地上５階) のゆったりした低層の空間の中で約１３０店舗を展開、お客様に

“上質な日常”“ 夢のある日常”を提案してまいります。 

同ショッピングセンターの大型核となる店舗として、１Ｆではクオリティの高い百貨店 

“デパ地下”の食料品を中心に展開する「髙島屋」と（株）イトーヨーカ堂が運営する食品

スーパーマーケットが“デパ地下の食”と“デイリーな食”でエリア顧客の食分野の充実を

図ります。２Ｆには（株）紀伊國屋書店が沿線最大の大型書店を、また柏・流山地区では初

の出店となる総合生活雑貨の「ロフト」が出店いたします。３Ｆには東宝（株）によるシネ

コン｢ＴＯＨＯシネマズ｣、（株）ナムコはファミリーアミューズメントを中心に展開いたしま

す。また、健康維持増進を目的とした総合スポーツクラブや「流山市役所出張所」も予定し

ています。今後も流山市の豊かな自然や景観に溶け込み、コミュニティ形成に寄与する地域

密着型の大型ショッピングセンターとして、生活・文化の拠点となるよう開発を進めてまい

ります。 

東神開発は、｢玉川髙島屋ショッピングセンター｣、｢柏髙島屋ステーションモール｣や、本年３

月に開業したライフスタイルセンター｢若葉ケヤキモール｣など、地域の生活に密着したＳＣの開

発・管理・運営を行っています。これまでに培ったノウハウを活かしたトータルプロデュースを

行い、今後も地域と共生する街づくりを目指していきます。 
《 『流山おおたかの森Ｓ・Ｃ（仮称）』核店舗 》 

企 業 名 業種・業態／｢店名｣ フロアー 概算面積 

（株）髙島屋 食品／｢未定｣ １Ｆ ３５００㎡ 

（株）イトーヨーカ堂 食品スーパーマーケット／｢未定｣  １Ｆ ３３００㎡ 

（株）ロフト 生活雑貨／｢ロフト｣ ２Ｆ １４００㎡ 

（株）紀伊國屋書店 書店／｢紀伊國屋書店流山おおたかの森店｣ ２Ｆ ３１８０㎡ 

東宝（株） シネコン／｢ＴＯＨＯシネマズ流山おおたかの森（仮称）｣ ３Ｆ ５６２０㎡ 

（株）ナムコ アミューズメント／｢未定｣ ３Ｆ １６５０㎡ 

 




